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組織改定に関するお知らせ 

 

当社は、2026 年５月 1 日付にて組織改定を決定いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１. 組織改定の背景と目的 

 

当社はこれまで、新規事業 R&D から、財務 IR、人的資本投資、経理・法務・労務業務に至る

広範なコーポレート業務を、事業戦略室と管理部が連携して担う体制をとっておりました。 

事業規模が着実に拡大する中、経営戦略の展開や技術開発および事業化のスピードを一段とあ

げるべく、今般経営体制を再編強化することとしました。 

具体的には、上記二部署を「新規事業創出を含む成長戦略・財務戦略の推進」「先端技術の開

発、事業化の推進」「持続的な成長を支える経営管理体制の強化」をそれぞれ担う部署に再編強

化するというものです。 

 

２. 組織改定の内容 

（1）事業戦略室の再編 

これまで事業戦略室が担ってきた機能を、経営戦略機能と新規技術研究機能に分け、それぞ

れの専門性と機動性を高めるため、「経営戦略室」および「コアテクノロジーラボ」に再編

いたします。 

  ①経営戦略室 

 経営戦略室は、これまで事業戦略室が担ってきた財務 IR・広報機能に加え、新規事業創

出を含む成長戦略・財務戦略、人的資本投資に関する企画立案・推進を担う組織として位置

付けます。資本市場を始めとするステークホルダーとの積極的な対話を通じて、当社の成長

戦略に対する理解促進を図るとともに、経営戦略の実行力を高め、中長期的な企業価値向上



に資する取り組みを推進してまいります。 

  

 ②コアテクノロジーラボ 

 コアテクノロジーラボは、これまで事業戦略室が担ってきた当社独自の視線分析技術を

始めとする先端技術の研究開発機能を分離し、それをリードする組織として位置付けます。 

専門組織化により、データサイエンスを用いた技術開発力を一層強化し、次世代の核となる

知的財産および医療機器・データビジネスの創出を加速してまいります。また、研究開発成

果の早期社会実装とグローバル展開により一層注力し、当社の将来成長を支える技術基盤の

アップグレードに取り組んでまいります。  

   

（2）管理部をコーポレート統括部へ改称 

管理部を、コーポレート統括部に改称いたします。コーポレート統括部は、経理・法務・労

務等のコーポレート機能を統括する部署として、持続的な成長を支える経営管理体制の強化

に取り組んでまいります。  

 

【ご参考 組織図（2026 年５月１日付）】  ※変更点は赤枠部 
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